平成２４年度老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業）「多様な介護者を地域で支援するツールの検証および人材養成プログラムの開発等モデル実践に関する調査研究事業」
ケアラーアセスメントシート（ケアラーQOL研究会モデル版Ver5）　　　                     　　　　　　 　　　　2025.11
	【１】ケアラーアセスメントの第１段階：ケアラー（介護者）の状況の把握      ＊ケアラー自身のセルフアセスメントを参照

	NO.
	担当者氏名（ID）：
	アセスメント年月日
	アセスメント時間
	アセスメント場所

	１　ケアラー（介護者）自身について

	a)氏名(イニシャル可）
	b)性別
1．男
2．女
	c)年齢
　　　　
歳
	d)主介護者
1．はい
2．いいえ
	e)副介護者
1．有
2．無
	f)要介護者との同居
1．同居
2．別居
	g)就労状況 
1．未就労  2．正規  
3．非正規  ４.フリー・自営

	ｈ) 家族関係（ジェノグラム等）



	i）ケアラー自身について（ケアが始まった経緯、家族との関係など）





	ｊ) 特徴的な状況（複数回答可）1．老々介護　2．認知症ケア　3．働くケアラー　4．ダブルケア　5．複数問題家族
6．障がいのある人のケア7．ヤングケアラー　
8．その他
	k） ケアラーに対し、特に感じること・気になること（家族関係など）



	２　ケアが必要な人について      注）複数いる方は誰か一人について把握し、複数介護の状況を把握する

	a) 氏名）：
	ｂ) 性別：　
1．男
2．女
	ｃ) 年齢　
　　
　 歳
	d) 続柄： 1．自分の母親 2．自分の父親　 3．義理の母親　4．義理の父親　　5．配偶者/パートナー　 6．息子　7．娘　8.祖母    ９祖父   10．その他のきょうだい・親戚　（   　　　　　　）　11.隣人　　　　12.友人・知人

	e) 介護度：  非該当
自立・要支援１・2・要介護１・２・３・４・５　
	f) 障害程度区分： 非該当
自立区分１・２・３・４・５・６
	g) 認知症日常生活自立度7段階： 非該当
Ⅰ、Ⅱa、Ⅱb、Ⅲa、Ⅲb、Ⅳ、M

	h) ケアをしている人の病気や障がいの状態（複数回答可）
1.認知症　2．がん　3．難病 4．その他の高齢期の疾病・障害（具体的に：　　　　　　　　　　　　　）　5．統合失調症など　　　6．うつ病など　  7．不安症など　8．薬物・アルコール依存症など9.身体的障がい（視聴覚障がい以外）　10.視覚障がい　11．聴覚障がい　       12．知的障がい　　13.その他の障がい　（具体的に：　　　　                         　　　　） 

	3 ケアラーの行っているケアについて（内容とケア時間）

	a) [bookmark: _Hlk39672019]ケア期間
　　　　　年

	ｂ） ケアの頻度
1．月に3日以上　　2．週1日 3．週2日　
4．週3日　5．週４から５日　　6．週6日以上
	c) 週あたりの合計ケア時間（平均概算、どちらか）
合計約　　　　　　時間／週
合計約　　　　　　時間／日

	ｄ1) ケアラーの行っているケア内容について    注）行っているものに〇　（複数回答可） 
1.生活援助　2.身体介護　3.治療の為の援助（服薬管理など） 4.歩行・移動援助
5.夜間の世話　6.社会参加支援　7.心理面の支え　 8.安全面の確保　9.問題行動への対応
10.金銭管理    11.ケアのための手続き　12.その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	[bookmark: _Hlk39672044]ｄ２） 主なケア内容（番号）

	
	
	
	

	[bookmark: _Hlk39672113]e) ケアラーの行うケアの状況 （夜間対応、1週間のケアの時間帯は？ケアする上で大変なこと、一緒にケアする人など）





	[bookmark: _Hlk39672132]４　ケアが必要な人の利用しているサービスについて　（直近の状況）　　

	[bookmark: _Hlk39672155]a) サービス利用（直近1週間）
1．サービス未利用　　2．訪問系　　3．通所系  4．医療サービス  5．短期宿泊サービス
6．外出支援・地域生活支援サービス  7．グループホームなど　　8．施設入所　　9．入院中
10．見守りや生活支援サービス  11.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	[bookmark: _Hlk39672172]b) サービス利用日数
（直近1週間）

　　　　　　日／週

	[bookmark: _Hlk39672232]ｃ） サービスの利用状況（1週間の状況）やサービスへの利用意向は？）





	[bookmark: _Hlk39672253]５　ケア以外の生活について　（仕事、子どもや家族の世話、社会参加や趣味活動）

	[bookmark: _Hlk39672300](1)働くケアラーの状況　　（働いている人のみ）　□非該当
a1)介護による就労状況変化：  1.離職 2．転職　3．休職
a2) 勤務先の制度活用状況：　1．有給などの従来の制度利用  ２．介護休暇　   　3．介護休業制度　   4．時短制度 
5．その他（具体的に：	                 ）  6．いずれもない    　　
a3) 就労状況（勤務日数、通勤、残業など）

a4) 勤務先に介護のことを伝えているか：   1伝えている    2．伝えていない
a5)留意事項（ワークライフバランスの問題、離職後の問題など）



	(2)ヤングケアラー・若者ケアラーの状況　(該当者のみ)　 □非該当
b1)学びの状況　1．支障あり　   2．支障なし　
b2)留意事項



	[bookmark: _Hlk39672326](3)子育て・他の家族の世話（ケア）　□全て非該当
c1) 子育て：　 1．該当　   2．非該当　　 (＊該当の場合は子どもの数・年齢・状況など)
c2) 他の家族の世話（ケア）：　 1．該当　　2．非該当　　（＊該当の場合は他の家族への世話の状況など）
ｃ3)留意事項


	[bookmark: _Hlk39672348](4)社会参加や趣味活動　(仕事・子育て/他の家族の世話以外)
ｃ1) 社会参加や趣味活動（学業・資格取得、趣味・旅行、ボランティアなど）　（＊該当の場合は楽しみにしている活動など）
  1．該当　2．非該当
ｃ2）留意事項
	

	ｄ）その他のケア以外の活動における困りごと（ケア役割があるためにしたいのにできていないことは？）


	[bookmark: _Hlk39672369]６　ケアラー自身の経済状況について

	[bookmark: _Hlk39672388]a) ケアラー自身の経済面での現在の不安

	b) ケアラー自身の経済面での将来の不安


	[bookmark: _Hlk39672412]７　ケアラー自身のウェルビーイング　（幸福・幸せ、身体的・精神的・社会的に良好な状態なこと）・QOLについて

	[bookmark: _Hlk39672497]a)ウェルビーイング・QOL健康状態（支援者による評価）        　　　　　　　　　　　　　　ｂ）留意事項 
	
	1．良好
	2．やや良好
	3．どちらともいえない
	4．やや不良
	5．不良

	a)身体的な状態
	1
	２
	３
	４
	5

	b)心理的な状態
	1
	２
	３
	４
	5

	ｃ)社会関係
	1
	２
	３
	４
	5




	[bookmark: _Hlk39672622]〇ケアラー自身のケアすることへの思い（どのような不安があるか、続けることへの気持ちとそう感じる理由）
ｄ）ケアに関する不安と負担感 （支援者による評価）　　　　➡本人の評価とは別に評価・判断
	[bookmark: _Hlk39672656]
	1．大いにあり
	2．ややあり
	3．どちらともいえない
	4．ほとんどなし　
	5．全くなし

	1) ケアに関する不安
	1
	２
	３
	４
	5

	2) ケアに関する負担感
	1
	２
	３
	４
	5




	[bookmark: _Hlk39672676]e） その他のケアラー自身のケアすることへの思い （複数回答可) ➡さりげなく把握する
 1．介護をやめてしまいたい   2．暴言・暴力をしてしまいそう    3．気がかりあり
(具体的に)

	[bookmark: _Hlk39672693]〇ケアラー自身を支えてくれる人や組織の状況
f)受けている支援(複数回答可)　1．カフェなどの場 　　2．個別相談 　　3．カウンセリング 　　4．情報提供 　　5．仕事との両立支援　　 6．経済的支援 7．レスパイトケア　　　8．その他　　　　9．いずれもない

	g１）緊急時の支援　　1．あり　　２．なし　　　　　　　g２）災害時の支援　　１．あり　　２．なし

	[bookmark: _Hlk39672716]h) その他特記事項




	[bookmark: _Hlk39672733]【２】ケアラーアセスメントの第2段階：ケアラーの生活ニーズの分析・評価（アセスメントのための面談終了後に記入）

	１　担当者が捉えたケアラー（介護者）の状況・生活全般の解決すべき課題（生活ニーズ）  (自分なりの判断で可)

	


	[bookmark: _Hlk39672754]２　ケアを担っていることが、ケアラー自身に影響している程度に関するアセスメント・評価 (自分なりの判断で可)

	a1)　ケアをしていることがケアラーの生活に影響を与えているか　？
1．影響していない　　 2．やや影響している　  3．影響している　 4．非常に影響している
a2)判断根拠：生活のどのような点に影響していると判断したのか？例：自分らしい生活ができない,介護離職し収入が減った


	b1)ケアをしていることがケアラーのウェルビーイングやQOL（生活の質）に影響しているか？
1．影響していない　　 2．やや影響している　  3．影響している　 4．非常に影響している
ｂ2)判断根拠：どのようなことに影響していると判断したのか？ 例：ストレス多く、孤立状態であり、心理的に不良な状態



	[bookmark: _Hlk39672796]３　ケアラー支援が必要な程度に関するアセスメント・評価　(自分なりの判断で可)

	a1)ケアラー支援が必要な程度に関するアセスメント・評価　
1． 支援は必要ない（対象外）　　2．支援がやや必要　　3．支援が必要　　4．支援が大いに必要
a2)判断根拠(できるだけ具体的に)


[bookmark: _Hlk39672814]ケアラー支援計画シート（ケアラーQOL研究会モデル版Ver4）　　                     　　　　　　　　　　　　　2025.11
	NO.
	ケアラー名
	作成日
	担当者氏名：

	[bookmark: _Hlk39672832]【１】ケアラー支援の全体目標（大目標）（ケアラー自身がどのような生活をしていくのか）　　　　　　　

	







	[bookmark: _Hlk39672856]【２】具体的なケアラー支援計画

	[bookmark: _Hlk39672875]A生活全般の解決すべき課題(生活ニーズ)
	B　援助目標
	C 支援内容

	
	
	支援内容区分
	具体的な支援内容（担当、期間など）

	






	
	[bookmark: _Hlk39672913]□カフェなどの場
□個別相談
□カウンセリング
□情報提供
□仕事との両立支援 □経済的支援
□その他

	

	








	
	□カフェなどの場
□個別相談
□カウンセリング
□情報提供
□仕事との両立支援 □経済的支援
□その他
	

	[bookmark: _Hlk39672936]計画作成にあたり心がけたこと・留意点など



	その後の対応
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